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再生可能エネルギー , 小水力発電 , 災害 , 設置容易

現代、エネルギー消費量が急速に増加していますが、主要エネルギー源である石油は、近い将
来枯渇するといわれています。本研究室では再生可能エネルギーに注目し、その中で災害発生時
の発電装置としても近年注目されている小水力発電システムの研究に取り組んでいます。

今後、必ず起こりうる地震・津波発生時の非常用電源の普及として、本研究は期待されます。
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